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11
月
６
日
（
月
）、
７
日
（
火
）
に
東
京
か
ら
初
め
て
人

形
劇
団
ひ
ぽ
ぽ
た
あ
む
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
日
（
月
）
は
、み
ゆ
き
荘
で
利
用
者
の
方
を
中
心
に
パ
ペ
ッ

ト
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
封
筒
や
画
用
紙

な
ど
で
、
不
思
議
な
生
き
物
を
夢
中
に
な
っ
て
作
り
ま
し
た
。

　

夜
は
、劇
団
代
表
の
永
野
む
つ
み
さ
ん
に
「
感
動
す
る
こ
と・

育
つ
こ
と
―
今
こ
そ
芸
術
の
力
を
人
育
ち
に
」
と
題
し
て
お

話
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
日
７
日
（
火
）、み
ゆ
き
荘
で
の
人
形
劇
「
か
え
る
く
ん・

か
え
る
く
ん
」
の
上
演
に
は
、
み
た
保
育
園
と
シ
オ
ン
保
育

園
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。
園
児
は
、
人
形
劇
が
始
ま
る

と
す
ぐ
物
語
に
引
き
込
ま
れ
、
主
人
公
の
気
持
ち
に
浸
っ
て

喜
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

感
情
が
豊
か
で
、
色
々
な
反
応
を
す
る
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
改
め
て
こ
う
し
た
機
会
が
大
切
だ
と
感
じ
た
と
い

う
声
を
参
加
者
の
方
々
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
（
土
）、
西
ノ
島
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル
に
て

バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
に
出
場
し
た
奈
良
県
在
住
の

千
葉
す
ず
さ
ん
の
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
西
ノ
島
小
学
校
か
ら
希
望
者
の
児
童
16
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
が
見
守
る
中
で
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
に
整
列
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
最
初
は

緊
張
し
て
い
た
児
童
た
ち
で
し
た
が
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い

の
千
葉
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導
で
水
泳
の
基
礎
を
学
び
、
目
を

見
張
る
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
た
後
の
サ
イ
ン
会
で
も
、
千
葉
さ
ん
は
全
員
に
明
る

く
笑
顔
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

11/6・7

11/11

　

12
月
１
日
（
金
）
に
シ
オ
ン
保
育
園
、11
日
（
月
）
に
み

た
保
育
園
に
て
西
ノ
島
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
主

催
の
エ
コ
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　

エ
コ
遊
び
は
、
日
常
の
身
近
な
こ
と
を
通
じ
て
、「
も
っ
た

い
な
い
」
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
員
か
ら
「
も
っ
た
い
な
い
の
は
ど
っ
ち
？
」
と
聞
か
れ

る
と
、
園
児
た
ち
は
「
こ
っ
ち
！
」
と
元
気
よ
く
答
え
、
ご

飯
の
食
べ
残
し
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
な
ど
真
剣
に
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
自
ら
ご
み
を
分
別
し
て
ご
み

箱
へ
捨
て
る
な
ど
、
正
し
い
ご
み
の
捨
て
方
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
ご
み
捨
て
に
つ
い
て
間
違
っ
た
質
問
を
し
て
み

る
と
、「
ダ
メ
だ
よ
！
違
う
よ
！
」
と
正
義
感
た
っ
ぷ
り
に
答

え
、
こ
の
日
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
と
約
束

し
ま
し
た
。

　

美
し
い
自
然
の
西
ノ
島
を
守
り
続
け
る
た
め
に
も
、
で
き

る
こ
と
か
ら
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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Enjoy

Nishi
noshi

ma!

西ノ島の自然の魅力 Vol.24　『第３のカラス』

　普段、西ノ島で見ることができるカラスは２種類いることを知っていますか？

　その２種類とは、「ハシブトガラス」と「ハシボソガラス」です。同じような姿ですが、おでこの羽毛が張り

出しているのがハシブトガラス、少し小ぶりでおでこの張り出しがないのがハシボソガラスです。また、「カァー」

というお決まりの鳴き声も違いがあり、ハシブトガラスは「アァー！アァー！」

と大きく良く通る声に対し、ハシボソガラスは「ガァー、ガァー」としゃが

れた声で鳴きます。

　ところが冬になると、この２種類とは別の『第３のカラス』が現れます。

　北の地域から越冬のために日本へやってくる「ミヤマガラス」です。他

の２種より小ぶりでくちばしの根元が白く、ほぼ群れで行動します。いつも

いるわけではありませんが、ユアーズ周辺の農耕地でよく見られています。

　カラスも見分けられると、習性の違いも見えてきて興味深いです。ぜひ、

この３種を探してみてくださいね。（by. 江崎） 　　　▲ハシブトガラス（上）、ハシボソガラス（中）、
　　　　ミヤマガラス（下）

　西ノ島町の外国人観光客は年々増え、今年は５００人を超えるまでに至りました。５００人と言えば１日平均２人弱の方
が観光に訪れていることになります。
　このような中、観光協会窓口では流暢に英語が喋れなくても、顔を見てジェスチャーも交えながら最低限のコミュニケー
ションができるまでになりました。隠岐島全体の中でも最も外国人が多いのが西ノ島だと思います。そこで、隠岐観光
協会 ( 西ノ島町・海士町・知夫村・隠岐の島町の四ヶ町村から成る広域観光組織 ) 主催で、１２月１０日（日）に別府の
合同庁舎にて『外国人観光客おもてなしセミナー』を開催いたしました。当日は知夫や海士からも参加者があり、会場
は参加者でいっぱいになりました。
　今回の講師は主にNHKで活躍する女性のジャーナリストである、アリス・ゴーデンガーさんでした。現在は「山陰イ
ンバウンド機構」のアドバイザーでもあります。
　『外国人観光客が来た時の対応として、先ず最初にかける言葉は、「ハロー」より「こんにちは」の方が好感が持たれ
る。』、『看板には漢字だけでなく、アルファベットでフリガナをふると解りやすい。また、できるだけ小文字を使用すると、
やさしい感覚をもたれる。』、『言葉が通じなくても、最近はスマートフォンの普及により、翻訳ソフトが充実しているため、
それを使ってみるのも良いかもしれない。』、『西ノ島は隠岐島の中でも景観に特化している島なので、常に「美」を意
識し、海岸掃除を徹底した方が良いと思われます。バリ島などは毎朝海岸掃除をし、その上にボランティアでゴミ拾いを
できる様にビニール袋や軍手、火箸が常設されています。』など、海外からの目線で見たアドバイスをたくさん教えてい
ただき、２時間のセミナーの内容は非常に濃いものとなりました。
　また、『来年は外国船籍の豪華クルーズが２隻も入港すると聞きました。何百人
もの外国人が上陸して来ると思いますが、自信を持ってご案内してください。』と励
ましのお言葉もいただきました。
　外国人の観光客の方に話しかけるのはどうしても緊張してしまいがちですが、もっ
と気軽に声を掛けることができるきっかけを今後も作ることができたら良いなと感じ
ています。

セミナーの様子


